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信州型コミュニティスクール(以下、信州型ＣＳ)の取組が始まってから５年目を迎えました。地

域と学校が連携・協働してよりよい教育活動を進めている事例が数多くみられるようになりました。 

今回は、「運営委員会の充実」、「新しい連携・協働のかたち」、「県生涯学習推進センター講座紹

介」、「信州型 CS 推進に向けて」をお伝えします。 

運営委員会の充実：戸隠コミュニティスクールの取組  長野市立戸隠小学校・中学校 

  

運営委員会を支える「とがくしっこ応援団」事務局 

戸隠地区全体で取り組む戸隠コミ

ュニティスクール（戸隠 CS）には、

支援活動組織「とがくしっこ応援団」

があり、応援団事務局が設置されてい

ます。応援団事務局では、推進役であ

る７名の応援団長（地域コーディネー

ター）と先生方が課題別に担当業務を

分担し、学校支援活動の検討はもちろ

ん、情報交換会（研修会）の企画や広

報誌の作成、運営委員会の運営等を行

っています。応援団事務局で検討され

た企画は、運営委員会の場で提案、検

討され、より具体的な活動が展開され

ています。 

【広報担当部門による「かわら版」の発行】 【企画担当部門による「情報交換会」の開催】  

 

 

                

 

             

 

 

 

戸隠 CS 運営委員会は、「応援団事務局」が機能することで、学校と地域が一体となって子ども

を育てる運営を行っています。 

(北信教育事務所生涯学習課 指導主事 西澤慎治) 
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三浦さんが作ったお城の模型とメッセージ 

 

新しい連携・協働のかたち： 

ビーズ、ベーゴマ、将棋など『ガンバルーム』には今日も子どもたちがいっぱい  

上田市立豊殿小学校 

  

地域住民による「ガンバ応援団」－あったかい心の地域の方々－ 

豊殿小学校にはコミュニティスクールとして、「豊殿ガ

ンバ応援団」というボランティア組織があり、保護者や

地域の方など 105 名の方が登録されています。ボランテ

ィアの内容は様々で、クラブ指導や授業支援、行事の駐

車場支援など、様々な活動を行っています。 

ガンバルームは月・水・金の 2 時間目休み、地域のボ

ランティアが子どもたちにいろいろな遊びを提供してい

ます。また、毎週水曜日は清掃の時間をなくして、給食

の後 30 分間をたっぷりと自由に過ごせる「わくわくタ

イム」がある時間にもガンバルームは開いています。 

 

水曜日の 2 時間目休み、ガンバルームのビーズ細工に熱中する 10 名前後の子どもたち。

一人の子どもにどうしてガンバルームに来たのかたずねてみると、「地域の方々がいろんな

遊びを教えてくれて、お友だちと一緒に遊べるから」と教えてくれました。そんな子どもた

ちに地域のボランティアの方々が、ビーズに糸を通すやり方を教えていました。一人のボラ

ンティアさんは「こんなボランティアをやってみたかったんです。」また、別のボランティ

アさんは「子どもたちの生き生きした表情を見るのが好きなんです。」と嬉しそうでした。 

応援団のコーディネーター、滝沢育子さんは「ここ豊殿には、子どもは地域の宝、みんな

で育てようという気風があります。また、地域の宝である子どもを『目に入れても痛くない』

と思う、あったかい心の大人たちがたくさんいます。」と話してくれました。 

宮原美恵校長先生は「ガンバ応援団の方々には頭が下がります。先生方の休み時間にもゆ

とりが生まれていて、本当にありがたいです。」と感謝いっぱいに語っていました。 

 

職員室前の廊下にあった青い屋根のお城の模型

が目に入りました。「ガンバの三浦さんより トイ

レットペーパーの芯で作りました。夏休みの参考に」

と書かれています。子どもを思う地域の方々のあっ

たかい心をたっぷりと感じることができました。 

 

ガンバルームのような新しい連携・協働のかたち

は、子どもの活動や居場所を豊かにし、子どもをあ

たたかく育んでいます。 

 

(東信教育事務所生涯学習課 指導主事 栗林 幸治） 

空き教室を利用した「ガンバルーム」で

遊ぶ子どもたち 
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県生涯学習推進センター講座紹介：地域づくり推進研修  

 

 

 

子どもの貧困問題が大きな関心を集める中、長年この問題に取り組まれている湯浅誠 

先生をお招きし、子どもたちが置かれている現状と支援についてお聞きしました。 

 
 
 

私たちにできる支援～４つのエッセンス～ 

①知識(学習支援)・食事(子ども食堂等)などの“物” 

②大学生や大人と話すなどの“体験”  

 何に興味を惹かれるかわからない。実際に体験する 

ことで将来の選択肢が増える。 

③かまってもらえる“時間”            

自分を見てくれていると思うと、心のコップの水が 

次第に満ち、自ら動き出す時が来る。 

④いざという時に“必要な生活支援につなげること” 

例えば中学の制服が買えない等、困っているサインに気づい 

た時に、支援してくれるネットワークにつなげられること。 

            

 

 

 
 
＜参加者の方の感想より＞  

●現在の日本の状況がよくわかり、支援の仕方も色々あることがわかりました。そして１つの

支援が子ども達に与える影響の大きさもわかってよかったです。 

●「貧困対策は地域づくり」、納得しました。困っている時人に伝えられる、人との関わりをもう

一度地域の中に広げていくことが大切ですね。お互いを認め合える社会になって欲しいものです。 

  

 

 

 

 

(県生涯学習推進センター 専門主事 川上直子)  

●自分の地区でもこども食

堂を作りたいし、そこにか

かわりたい。高齢者サロン

と子ども食堂をドッキン

グさせた場を住民主導で

実現させたい。 

全国で子ども食堂や学習支援の取り組みが広がって

います。“子どもを中心においた地域づくり”が、貧困

問題においても重要な解決策であるとのお話でした。 

 

 

秋頃より講義を収録したＤＶＤを

貸し出します。 

詳細は長野県生涯学習推進センタ

ーへお問い合わせください。 

 

「１ミリでも進める子どもの貧困対策」(5/26(金)開催 参加者 231 名) 

社会活動家・法政大学現代福祉学部教授 湯浅 誠氏 

 

     貧困とは 

経済的困窮に孤立状態が加わ

ったものが、貧困です。常に何か

を諦めざるを得ない生活の中で、

子どもたちは将来の夢や自己肯

定感を奪われています。 

スクリーンに 

映し出された 

高校生の声 
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信州型 CS 推進に向けて：「地域と共にある学校づくり」を目指して 

  

           信州型 CS の設置が進んでいます 

目標と現状【県内全小中学校における信州型ＣＳの設置率】 実績数値単位：％（ ）校 

目標 
H25 H26 H27 H28 H29 

3％ 30％ 50％ 75％ 100％ 

調査 H25.12 H26.4 H26.12 H27.4 H27.12 H28.4 H28.12 H29.4  

実績 
7.9 

(44) 

13.6 

(76) 

31.9 

(178) 

36.5 

(202) 

45.3 

(251) 

67.6 

(371) 

79.4 

（435） 

93.8 

(512) 
 

H29.4 には約９割の学校が信州型 CS となりました。(学校経営概要調査より) 子どもも

先生も地域の方も笑顔が溢れる「地域と共にある学校づくり」が進んでいくことが目標です。 

 

            各種研修会を開催しています  

 信州型 CS の充実を目指し、フォーラム、コーディネーター研修会などを開催して

います。ご参加をお待ちしています。（開催要項は約１ヶ月前に届きます） 

期日 研修会等：会場 

10/14（土） 北信地区「地域ぐるみの共育フォーラム」：飯山市公民館   

10/26（木） 東信地区「学社融合フォーラム」：佐久平交流センター 

12/ 2（土） 中信地区「学社連携・協働フォーラム」：総合教育センター 

12/19（火） 
東信地区「信州型ＣＳアドバイザーに学ぶ会」：東信教育事務所 

諏訪地区「コーディネーター研修会Ⅱ」：諏訪合同庁舎 

12/21（木） 上伊那地区「コーディネーター研修会Ⅱ」：伊那合同庁舎 

 1/18（木） 北信地区「コーディネーター研修会」：長野合同庁舎 

1/26（金） 全県「キャリア教育を視点としたコーディネーター研修会」：総合教育センター 

       

         お知らせ 

 「信州型 CS や国のコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）のことをもっと知り

たい。」「立ち上げた後、運営で困っている。」など、説明や相談の要望がありましたら、文

化財・生涯学習課、各教育事務所生涯学習課にお問い合わせください。県内で信州型 CS の

立ち上げや内容の充実に関わってきた信州型 CS アドバイザーがご相談に応じます。 

                   

                     （文化財・生涯学習課生涯学習係 指導主事 井口 淳） 

       

■■お問い合わせ先■■  

長野県教育委員会事務局文化財・生涯学習課 Tel：026-235-7437  E-mail： bunsho@pref.nagano.lg.jp 

東信教育事務所生涯学習課 ℡0267-31-0252  

南信教育事務所飯田事務所 ℡0265-53-0460  

北信教育事務所生涯学習課 ℡026-234-9552 

南信教育事務所生涯学習課 ℡0265-76-6861 

中信教育事務所生涯学習課 ℡0263-40-1977 

長野県生涯学習推進センター ℡0263-53-8822 

※この資料は､長野県公式 HPからダウンロードできます ►►►  http://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/bunsho/cs.html  
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